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全国各地でさまざまな助成事業を行っています。（平成12年度 助成実績8団体）

●環境学習フォーラム北海道（北海道）

●裏磐梯探鳥全国の集い実行委員会（福島県）

●福島市立岡山小学校内緑の少年団（福島県）

●小笠原自然観察指導員連絡会（東京都）

●とうきょうシースクール（東京都）

●マキノ自然観察倶楽部（滋賀県）

●（財）日本環境協会（全国）

●（財）ボーイスカウト日本連盟（全国）

全国各地でさまざまな助成事業を行っています。
（平成12年度 助成実績4団体）

●日光杉並木オーナー制度（栃木県）

●ドングリの会（東京都）

●NPO法人  渓流再生フォーラム（新潟県）

●NPO法人  野生生物を調査研究する会（兵庫県）

全国各地でさまざまな助成事業を行っています。
（平成12年度 助成実績5団体）

●音更川グラウンドワーク研究会（北海道）

●子どもと自然のネットワーク（北海道）

●北海道環境ボランティアネットワーク会議（北海道）

●下川自然を考える会（北海道）

●全国ラブアース・クリーンアップの会設立準備会（福岡県）

生態系保護

こどもたちのボランティア体験活動

こどもたちの全国交流会自然学校の開催

生態系保護活動

日光杉並木オーナー制度（栃木県）
日本で唯一、特別史跡・特別天然記念物の二重指定を受けた「日

光杉並木」。周辺環境の悪化や杉自身の老齢化により、毎年

100本が枯れて倒れています。この「日光杉並木」を世界の人類

共通の財産“世界遺産”として、次世代の子供たちに残すべく、（財）

日光杉並木保護財団と連携して保全活動を推進しています。

環境パートナーシップに基づく
地域づくり、まちづくり

環境パートナーシップ支援活動

音更川グラウンドワーク研究会（北海道）
「あそび場」を「水辺の楽校」として申請する事業や、ニホン

ザリガニの調査研究費用を助成しました。同会では調査や、

保護観察も行っています。

NPO法人 渓流再生フォーラム（新潟県）
渓流の環境を改善し、水質の指標生物であるイワナ、ヤマメ、

ホタルなどを積極的に保全育成する活動を実施。また、これ

らの活動を担う、次代の青少年の教育推進を目指すために

活動しています。

ドングリの会（東京都）
秋に拾ったどんぐりを大きくなったら山へ返す、広葉樹育

林による生態系の回復と、環境教育を2本柱に活動して

います。

「セブンーイレブンみどりの基金」では青少年の環境意識を育てる、体験型学習の活動を支援しています。
 今年度もさまざまな活動が行われ、多くの青少年たちが自然の素晴しさや大切さを自ら学びました。
 環境に対する問題を自ら発見し、行動していくことができるよう、これからも応援します。

「セブンーイレブンみどりの基金」では、日本固有の生態系が存在する環境を守るための
 活動を支援しています。「NPO法人 渓流再生フォーラム」や「日光杉並木オーナー制度」など、
 全国の貴重な生態を保護するための活動を今後も応援していきます。

「セブンーイレブンみどりの基金」では、
 地域の市民・企業・行政がパートナーシップを組み、
 地域づくり、まちづくりを行う活動を応援しています。

環境ボランティア助成活動 環境ボランティア助成活動

環境ボランティア助成活動

カントリー大作戦（全国）
今年で7回目を数える全国一斉空缶回収活動「9月15日〈スカウトの日〉カントリー大作戦」。

約7万2千人のスカウトが参加、オリジナルごみ袋やトングなどの資材を提供し、約40万本

の空缶や、約3万本のペットボトルが回収されました。

福島市立岡山小学校内緑の少年団（福島県）
子どもたちの環境緑化へ関心と理解を深め、ボランティア精神の育成を目指すために設立さ

れた同会は、国道沿いの花壇管理の他にも、白鳥飛来地の整備やその餌集めなどを続けて

います。老朽化した道具にかわる小型耕転機を助成しました。

とうきょうシースクール（東京都）
東京湾で水質調査などを通して汚染の現状や、その中にも息づく生物などを観

察しました。海の素晴しさ・環境保全の大切さを学ぶ「とうきょうシースクール」

は設立から応援しています。

こどもエコクラブ夏の全国交流会 サマーエコキャンプIN上越（新潟県）
全国のこどもエコクラブメンバーの交流と、情報交換を目的に、8月5日～6日「こど

もエコクラブ夏の全国交流会 サマーエコキャンプIN上越」が開催されました。今

年は約350名が参加、この活動を平成10年度より応援しています。

第3回北海道環境ボランティアネットワーク会議
（北海道）
ボランティア団体が“自分たちのための自分たちのネット

ワーク”の必要性を意識、その具体化を目指します。各団

体の“人・物・情報・ノウハウ”を出し合い、交換し、ネット

ワーク構築に向けての準備が行われました。

親子で参加する 子どもと自然のネットワーク 冬の
交流会（北海道）
北海道環境ボランティアネットワーク会議のネットワークを活

かして、参加者の中から新しい交流が始まりました。今回は

札幌市内の子どもたちと、旭川の下川町の子どもたちが交

流会をしました。


